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梅
雨
の
晴
れ
間
の
青
空
は
す
っ
か
り
夏
色

に
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
、
い
わ
き
市
錦
町
の
町
立
学
校

仮
設
校
舎
体
育
館
で
幼
稚
園
、
小
学
校
の
合

同
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
も
元
気
い
っ

ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
競
技
や
演
技

を
す
る
姿
に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
私
も
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
競
技
に
参
加
し
、
子
ど

も
た
ち
が
元
気
に
活
動
す
る
姿
を
間
近
に
見

な
が
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。
川
崎
市

で
通
学
途
中
の
児
童
ら
を
殺
傷
す
る
と
い
う

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
非
常
に

残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

事
件
が
起
き
な
い
よ
う
、
全
国
に
避
難
し
て

い
る
双
葉
町
の
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
避

難
先
で
安
全
に
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

６
月
４
日
に
は
、
株
式
会
社
伊
藤
工
務
店

と
勝
山
工
業
株
式
会
社
の
２
社
と
中
野
地
区

復
興
産
業
拠
点
へ
の
企
業
立
地
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
両
社
と
も
来
年
春
頃
に
は
双
葉

町
内
で
事
業
を
再
開
し
、
家
屋
の
解
体
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
道
路
補
修
な
ど
の
復
興
工
事

に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

双
葉
町
に
根
づ
い
て
頑
張
っ
て
き
た
企
業
が

復
興
産
業
拠
点
で
再
開
し
、
町
の
復
興
の
た

め
に
汗
を
か
い
て
い
た
だ
く
こ
と
は
頼
も
し

い
限
り
で
あ
り
、
復
興
の
加
速
化
に
繋
が
る

も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
８
日
に
は
い
わ
き
市
鮫
川
河
川
敷
公

園
コ
ー
ス
に
お
い
て
双
葉
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
私
も
町
民
の
方
と
一

緒
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
の
維
持
増
進
と
町
民

同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

６
月
14
日
に
は
、
国
の
各
省
庁
へ
の
要
望

活
動
を
町
議
会
と
と
も
に
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
町
と
し
て
の
大
き
な
要
望
項
目
と
し
て

・ 

２
０
１
９
年
度
末
及
び
２
０
２
２
年
春
の

避
難
指
示
解
除
目
標
の
確
実
な
実
現

・ 

町
民
の
被
害
実
態
に
即
し
た
賠
償
の
実
施

と
生
活
再
建
支
援

・ 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
安
全
か
つ
着

実
な
廃
炉
の
推
進
等

・
中
間
貯
蔵
施
設
に
対
す
る
対
応

・ 
浜
通
り
に
お
け
る
広
域
的
な
賑
わ
い
創
出

の
実
現

・ 

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
段
階
的
拡

大
と
帰
還
困
難
区
域
の
全
域
の
避
難
指
示

解
除
等

に
つ
い
て
、
大
臣
等
に
丁
寧
に
説
明
し
、
強

く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

７
月
７
日
は
七
夕
で
す
。
双
葉
町
へ
の
帰

還
に
向
け
て
各
種
復
興
事
業
が
計
画
通
り
に

進
捗
す
る
こ
と
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康

を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

暑
い
夏
に
向
か
い
ま
す
。
気
温
が
上
昇

し
、
熱
中
症
な
ど
体
調
を
崩
し
や
す
い
季
節

で
す
の
で
、
日
ご
ろ
の
体
調
管
理
に
気
を
つ

け
て
、
暑
い
夏
を
上
手
に
乗
り
切
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

株式会社伊藤工務店・勝山工業株式会社と
中野地区復興産業拠点への企業立地協定を締結しました
　６月４日、株式会社伊藤工務店と勝山工業株式会社の２社と中野地
区復興産業拠点への企業立地協定を締結しました。
　伊澤史朗町長は「両社とも震災前から双葉町に本社を置く地元企業
です。現在町内で行われている復旧・復興事業に積極的に関わってい
ただいており、両社の町内での再開は、町民の皆さまにも町の復旧・
復興をより一層意識していただけるのではないかと期待しておりま
す」と歓迎しました。
　町としては、引き続き、復興産業拠点の整備及び企業誘致に全力で
取り組んでまいります。

株式会社伊藤工務店

勝山工業株式会社

● 所在地 …  福島県双葉郡双葉町大字細谷字陳場沢２２７－２０
● 設　立 … 昭和４７年５月１１日
● 代表者 … 代表取締役　伊　　哲雄
● 業　種 … 建設業

● 所在地 …  福島県双葉郡双葉町大字長塚字原田７０－１
● 設　立 … 昭和６１年２月１０日
● 代表者 … 代表取締役　勝山　広幸
● 業　種 … 建設業
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※ ４月３日以降に双葉町に転入届を提出された方
は、双葉町の投票所（期日前投票所含む）では
投票はできませんので、旧住所地の選挙管理委
員会へご確認ください。

日本国民で、満１８歳以上の方（平成１３年
（西暦２００１年）７月２２日までに生まれた方）
平成３１年４月３日までに双葉町に転入届
を提出し、引き続き双葉町に住民登録をさ
れている方

　投票日当日、投票できない方は期日前投票で投
票できます。期日前投票所は次のとおりです。

・

・

■投票できる方 ■期日前投票

　任期満了に伴う参議院議員通常選挙が、令和元年７月４日（木）公示、令和元年７月２１日（日）
投票で行われます。皆さんの声を国政に生かす大切な選挙ですので、棄権しないで投票しましょう。

期日前投票所の
名称

期日前投票所を
設ける期間

双葉町いわき事務所
（１階中会議室）

　７月　５日（金）～２０日（土）
 午前８時３０分 ～ 午後８時

双葉町郡山支所
（１階会議室）

　７月　６日（土）～　９日（火）
１９日（金）～２０日（土）
午前９時 ～ 午後５時

双葉町埼玉支所
（３階３０３会議室）

　７月１２日（金）～１４日（日）
１９日（金）～２０日（土）
午前９時 ～ 午後５時

郡山市喜久田町
早稲原応急仮設住宅
（集会所）

 　７月１０日（水）
午前９時 ～ 午前１２時

福島県青少年会館
（第５研修室）

 　７月１１日（木）
午前１０時 ～ 午後４時

白河市総合運動公園
陸上競技場
（事務室）

 　７月１４日（日）
午前１０時 ～ 午後４時

いわき市平体育館
（会議室１）

 　７月１５日（月）
午前１０時 ～ 午後４時

南相馬市民文化会館
（ゆめはっと）

（２階練習室４・５）

 　７月１７日（水）
午前１０時 ～ 午後４時

【問い合わせ先】 双葉町選挙管理委員会（双葉町いわき事務所総務課内）☎０２４６－８４－５２０１

○全国各地に避難されている皆様へ
　全国の市区町村の選挙管理委員会で不在者
投票を行うことができます。
　投票方法及び請求用紙につきましては、６
月末に郵送の「選挙のお知らせ」をご確認く
ださい。

※ 上記の各投票所（右記の期日前投票所含む）で
投票できる方は請求しないでください。請求し
てからでは、期日前投票所や当日投票所で投票
できなくなるおそれがあります。

■投票所
　７月２１日（日）の投票は次の３カ所で行
うことができます。
双葉町いわき事務所（１階中会議室）
投票時間　午前７時から午後７時

双葉町郡山支所（１階会議室）
投票時間　午前７時から午後５時

双葉町埼玉支所（３階３０３会議室）
投票時間　午前７時から午後５時

・
　

・
　

・

※ いわき事務所と埼玉支所・郡山支所は投票終了
時間が異なりますので、ご注意ください。

※ 会津地方及び猪苗代地方、その他の地域に避難
されていて、各投票所（期日前投票所含む）に
行けない方につきましては、誠に申し訳ありま
せんが、避難先の市町村で投票ができる不在者
投票をご利用ください。

第第２５２５回　参議院議員通常選挙の投票日です参議院議員通常選挙の投票日です
７月２１２１日（日）日（日）は

大事な投票、忘れずに！

第２５２５回　参議院議員通常選挙の投票日です参議院議員通常選挙の投票日です
７月２１２１日（日）日（日）は
第２５回　参議院議員通常選挙の投票日です
７月２１日（日）は
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開
催
さ
れ
ま
し
た
。
官
民
連
携
・
協
働

に
よ
る
ふ
る
さ
と
ふ
た
ば
の
創
生
を
基

本
理
念
と
し
て
、「
つ
な
げ
る
」「
う
み

だ
す
」「
は
ぐ
く
む
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
に
沿
っ
た
事
業
の
展
開
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
、帰
町
準
備
室
を
設
置
し
、

帰
町
に
向
け
各
課
横
断
的
な
取
り
組
み

を
本
格
化
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
そ
の
一
環
と
し
て
、「
双
葉

町
放
射
線
量
等
検
証
委
員
会
」
を
設
置

し
、
４
月
23
日
、
有
識
者
５
名
の
方
を

委
員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
検
証
委
員
会

で
は
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
と
Ｊ

Ｒ
双
葉
駅
周
辺
等
の
先
行
的
な
避
難
指

示
の
解
除
、
そ
し
て
特
定
復
興
再
生
拠

点
区
域
内
の
立
入
規
制
緩
和
を
目
指
す

う
え
で
必
要
と
な
る
、
放
射
線
量
の
低

減
状
況
や
除
染
の
実
施
内
容
な
ど
を
町

と
し
て
確
認
し
、
評
価
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
８
日
、
双
葉
町
立
小
・
中
学
校

合
同
入
学
式
及
び
ふ
た
ば
幼
稚
園
入
園

式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
南
小
学
校

に
２
名
、
北
小
学
校
に
３
名
、
中
学
校

に
１
名
が
入
学
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
に
は

３
歳
児
、
４
歳
児
、
５
歳
児
そ
れ
ぞ
れ

　

３
月
25
日
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠

点
内
で
初
め
て
と
な
る
双
葉
町
の
双
葉

住
コ
ン
株
式
会
社
と
東
京
都
の
大
林
道

路
株
式
会
社
に
よ
る
共
同
企
業
体
で
あ

令
和
元
年
第
２
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

３
月
定
例
会
以
降
の

－

双
葉
中
央
ア
ス
コ
ン
起
工
式

－

行 
政 

報 

告

１
名
ず
つ
入
園
い
た
し
ま
し
た
。園
児
、

児
童
、
生
徒
数
の
合
計
は
昨
年
度
当
初

よ
り
２
名
多
い
54
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
16
日
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠

点
内
に
お
い
て
、
双
葉
町
産
業
交
流
セ

ン
タ
ー
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
及
び

起
工
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

施
設
は
、
県
が
整
備
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ

る
双
葉
中
央
ア
ス
コ
ン
の
起
工
式
が
行

わ
れ
、
働
く
拠
点
の
第
１
号
と
し
て
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
28
日
、
双
葉
町
の
ま
ち
づ
く
り

会
社
で
あ
る
「
一
般
社
団
法
人
ふ
た
ば

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
設
立
社
員
総
会
が

行
政
経
過

－

双
葉
町
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

起
工
式

－

－

一
般
社
団
法
人
ふ
た
ば
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
設
立
社
員
総
会

－

－

帰
町
準
備
室
・
双
葉
町
放
射
線

量
等
検
証
委
員
会

－

－

町
立
幼
稚
園
入
園
式
・

小
・
中
学
校
入
学
式

－

　

６
月
12
日
招
集
の
令
和
元
年
第
２
回
双
葉
町
議
会
定
例
会
で
、
伊
澤
史
朗
町
長
が
行
政

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

拠
点
施
設
及
び
復

興
祈
念
公
園
が
隣

接
す
る
こ
と
か

ら
、
復
興
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
拠
点
に
も

な
る
町
の
中
核
施

設
と
し
て
、
来
年

７
月
の
開
所
に
向

け
て
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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～ご寄付いただきました皆さま、ありがとうございました～

　全国の皆さまからお寄せいただきました「双葉町ふるさと応援基金（寄付）」に心より感謝申し上げます。
　お寄せいただきました寄付金の状況については、下記のとおりです。
　積み立てた基金は、ご寄付いただきました皆さまのご主旨に沿うよう、今後大切に活用させていただきます。

ふるさと応援基金積立金積立額
（平成３１年３月３１日現在）

【平成２０年度から平成３０年度までの件数と金額】

【平成３０年度　双葉町ふるさと応援基金の件数と金額】

52,560,875

件　　数 金　　額
「人づくり」に関する事業 ７６件 ７，０７４，０２５円
「産業振興」に関する事業 ５２件 ２，０２０，０００円
「健康・福祉」に関する事業 ９１件 ４，３４１，１６２円
「生活・環境」に関する事業 １２５件 １４，３９６，３１９円
「行財政の運営」に関する事業 ２９件 ６４７，０００円
町長が必要と認めた事業（事業の指定なし） ４７４件 ３７，８１３，６２０円

預金利息 － １７，９５３円
合　　計 ８４７件 ６６，３１０，０７９円

件　　数 金　　額
「人づくり」に関する事業 ４件 ６０，０００円
「産業振興」に関する事業 ９件 ２７５，０００円
「健康・福祉」に関する事業 ７件 １４２，５００円
「生活・環境」に関する事業 １５件 ３３５，８１１円
「行財政の運営」に関する事業 ２件 ２０，０００円
町長が必要と認めた事業（事業の指定なし） ６１件 ２，８５３，０００円

合　　計 ９８件 ３，６８６，３１１円

〇寄付金実績

【問い合わせ先】 ☎０２４６－８４－５２０１総務課　財政係

　

５
月
25
日
に
は
、
町
立
学
校
仮
設
校

舎
体
育
館
で
学
校
再
開
以
来
５
回
目
の

幼
稚
園
、
小
学
校
合
同
運
動
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
昨
年
よ
り

園
児
、
児
童
数
が
２
名
多
い
42
名
で
の

運
動
会
と
な
り
、
来
賓
や
保
護
者
も
参

加
し
、
笑
顔
と
歓
喜
に
あ
ふ
れ
た
運
動

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
４
日
、
い
わ
き
事
務
所
に
お
い

て
、
地
元
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
伊
藤

工
務
店
と
勝
山
工
業
株
式
会
社
の
２
社

と
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
へ
の
企

業
立
地
協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
産
業
拠
点
へ
進
出
を
希
望
す

る
企
業
と
詳
細
協
議
を
行
っ
て
お
り
、

協
議
を
す
み
や
か
に
整
え
、
順
次
企
業

立
地
協
定
を
締
結
し
て
い
く
考
え
で
す
。

－

中
野
地
区
復
興
拠
点
へ
の

　
　
　

企
業
立
地
協
定
締
結
式

－

－

町
立
幼
稚
園
・
小
学
校
運
動
会

－
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* * * * * *
　５月３０日、東京土建一般労働組合足立支部皿沼分会１１群様よ

り、金１０万円をふたばっ子教育支援基金にご寄付いただきました。

いただいた寄付金は双葉町の未来を担う子どもたちのために役立て

てまいります。

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
支
援
の
た

め
双
葉
町
に
多
額
の
寄
付
を
行
わ

れ
ま
し
た
、
双
葉
町
の
競
輪
選
手

渡
邉
一
成
さ
ん
が
紺
綬
褒
章
を
受

章
し
、
５
月
28
日
に
双
葉
町
い
わ

き
事
務
所
に
お
い
て
伊
澤
史
朗
町

長
よ
り
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

渡
邉
さ
ん
は
「
今
は
子
育
て
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
双
葉
町
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
寄
付
金
を
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

同
日
、
い
わ
き
市
植
田
町
の
八

幡
台
や
ま
た
ま
や
に
お
い
て
、
渡

邉
一
成
選
手
後
援
会
の
主
催
で
受

章
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
で
は
伊
澤
史
朗
町
長
や
佐
々

木
清
一
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
ほ
か
、
町
関
係
者
や
渡
邉
さ
ん
を

応
援
す
る
関
係
者
や
友
人
ら
が
出
席

し
受
章
を
祝
い
、サ
ム
ラ
イ
・
ス
ポ
ー

ツ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
合
同
会
社

の
浦
辺
里
香
さ
ん
か
ら
花
束
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
さ
ん
は
各
テ
ー
ブ
ル
を
回
り

日
頃
の
応
援
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
、
出
席
者
は
渡
邉
さ
ん
に

盛
大
な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。
渡
邉

さ
ん
の
サ
イ
ン
入
り
タ
オ
ル
を
持
っ

て
一
緒
に
記
念
撮
影
を
行
う
な
ど
和

や
か
な
雰
囲
気
で
会
は
進
行
し
、
盛

会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

双葉町出身の競輪選手双葉町出身の競輪選手

～伝達式・記念祝賀会～

▲ ご両親と一緒に

双葉町出身の競輪選手

渡邉一成さんが紺綬褒章を受章しました渡邉一成さんが紺綬褒章を受章しました

伝達式

祝賀会

温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます

渡邉一成さんが紺綬褒章を受章しました渡邉一成さんが紺綬褒章を受章しました渡邉一成さんが紺綬褒章を受章しました

温かいご支援をありがとうございます
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

双葉町教育委員会教育長

　令和元年という響きも耳に慣れてきたような感がありますが、町立学校においては、１学期の学校行
事もほぼ予定通りに終了し、７月１９日の終業式に向けて学習面・生活面のまとめに入りました。行事
を振り返りますと、幼小合同運動会も大盛会に終わり、たくさんの思い出をつくることができました。
子どもたちが保護者の皆さまやご家族の方と一緒に競技に参加している場面が、とても微笑ましい光景
でした。また、中学校では、相双中体連陸上大会を皮切りに、相双中体連総合大会も開催され、双葉中
はバドミントン競技に参加し健闘しました。子どもたちの頑張りが、町民の皆さんや多くの方々に元気
を届けてくれていると改めて感じました。今後とも、学校と家庭との情報共有を密にしながら子どもた
ちの成長を見守ってまいりたいと思います。また、生涯学習の婦人学級も、年間計画に従って活動が始
まりました。学級委員長を中心に学級委員のメンバーの絆を深めながら楽しく有意義な活動・交流がで
きるようご祈念申し上げます。

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

　５月１４日、銅谷迫地区の埋蔵文化財の発掘現場や県のアーカイブ拠点施設及び復興祈念公園の整備
予定地、中野地区の産業交流センターの工事状況、双葉北小学校の校舎内の様子、ＪＲ双葉駅の工事進
捗状況などを視察いただきました。県教育委員の２人も同行され、双葉町の現状と復興工事等の整備状
況を視察いただきました。

福島県教育委員会鈴木淳一教育長が双葉町を視察福島県教育委員会鈴木淳一教育長が双葉町を視察福島県教育委員会鈴木淳一教育長が双葉町を視察

　５月１０日、渡辺博道復興大臣並びに浮島智子文部科学副大臣兼内閣府副大臣にお会いする機会を得
て、要望活動を行いました。会長より双葉郡の学校の概要説明を行い、その後各町村教育長より現況に
ついて説明をしました。震災より８年が経過し、元の町村に戻って学校を再開した自治体、まだ避難先
で教育活動を行っている自治体と、抱えている課題は違ってきています。教職員の加配についてや、ハー
ド面、ソフト面ともに丁寧に確実に支援を進めて欲しい旨の要望活動を行いました。双葉町においては、
町立学校を軸に県内外に避難している子どもたちと保護者との情報共有の重要性を説明し、さらなる教
育行政への支援を要望してまいりました。

双葉地区教育長会と県教育委員会による要望活動双葉地区教育長会と県教育委員会による要望活動双葉地区教育長会と県教育委員会による要望活動
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５
月
25
日
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
、
双
葉

南
・
北
小
学
校
の
合
同
運
動
会
が
町
立

学
校
仮
設
校
舎
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

小
学
６
年
生
を
先
頭
に
小
学
生
児

童
、
幼
稚
園
児
が
元
気
に
入
場
し
、
開

会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
小
学
校
６

年
生
の
柳
瀬
帝
輝
く
ん
が
「
こ
の
双
葉

小
の
体
育
館
で
、
令
和
の
新
し
い
時
代

を
迎
え
こ
の
よ
う
に
運
動
会
が
で
き
る

喜
び
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
み
ん
な
と

協
力
し
て
全
力
で
競
技
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し

た
。
続
い
て
紅
組
代
表
の
横
田
蒼
空
く

ん
と
白
組
代
表
の
堀
本
陽
斗
く
ん
が
旗

を
交
え
る
紅
白
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
令
和
の
は
じ

ま
り
だ
！
二
つ
と
な
い
運
動
会　

心

を
一
つ
に　

力
い
っ
ぱ
い
は
ば
た
こ

う
!!
」
で
、
続
く
運
動
会
の
歌
で
は
紅

組
、
白
組
と
も
に
全
力
で
歌
い
な
が
ら

力
強
く
手
を
振
り
挙
げ
、
体
育
館
い
っ

ぱ
い
に
児
童
、
園
児
の
元
気
な
歌
声
が

響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
方
々
を
含
め
全
員
で
ラ
ジ
オ

体
操
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
し
、
競

技
を
開
始
し
ま
し
た
。
ぬ
い
ぐ
る
み
の

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
順
番
通
り
に
重
ね
て

落
と
さ
な
い
よ
う
に
持
っ
て
走
る
「
ス

マ
イ
ル
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
め
し
あ
が
れ
」

や
、
カ
ニ
の
ポ
ー
ズ
で
踊
る
「
み
ん
な

で
ト
ゥ
ラ
ッ
タ
ッ
タ
」
な
ど
の
競
技
で

は
児
童
や
幼
稚
園
児
の
か
わ
い
ら
し
い

姿
に
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。「
令
和
元
年
、
先
生
と
一
緒
に
双

葉
へ
Ｇ
Ｏ
」
で
は
、
児
童
が
清
戸

横

穴
や
双
葉
駅
、
双
葉
ば
ら
園
な
ど
双
葉

町
に
ち
な
ん
だ
お
題
に
合
わ
せ
た
衣
装

を
着
て
先
生
と
一
緒
に
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

町
民
の
方
か
ら
指
導
を
受
け
て
練
習

し
た
「
ふ
た
ば
音
頭
」
は
今
年
も
来
賓
、

保
護
者
、
先
生
、
町
民
の
方
々
と
一
緒

に
み
ん
な
で
大
き
な
輪
に
な
り
踊
り
ま

し
た
。

　

昼
食
後
の
閉
会
式
で
は
、
北
小
学
校

の
松
本
美
穂
子
校
長
が
「
今
ま
で
た
く

さ
ん
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
日

は
一
番
真
剣
な
素
晴
ら
し
い
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
講
評
し
、
互

い
の
健
闘
を
称
え
拍
手
を
送
り
合
い
、

　

下
明
夫
教
育
長
の
万
歳
三
唱
で
運
動

会
を
閉
じ
ま
し
た
。

運

動

会

ふ
た
ば
幼
稚
園
、
双
葉
南
・
北
小
学
校

ふ
た
ば
幼
稚
園
、
双
葉
南
・
北
小
学
校

運

動

会

▲紅白あいさつ

▲選手宣誓▲スローガンの発表▲運動会の歌

開会式の様子開会式の様子

優　勝・・・紅組 

参加賞・・・白組

開会式の様子

ふ
た
ば
幼
稚
園
、
双
葉
南
・
北
小
学
校
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▲みんなで　トゥラッタッタ ▲借り人レース　～色とりどりの
　わくわく衣装を添えて～

▲デカパンリレー

▲だっこして～！抱きしめて～！！

▲令和元年、先生と一緒に双葉へＧＯ

▲スマイルハンバーガーめしあがれ

▲さぁさ双葉でどっこいしょ

▲双葉音頭

▲大玉転がし

▲紅白玉入れ

▲紅白折り返しじゃんけんリレー

▲綱引き　令和元年双葉の陣
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　6月８日、双葉町出身の箏奏者、大川義秋さんが飯舘村のふれ愛
館において行われた「箏とギターのポップ・コンサート」に香音
アンサンブルのメンバーとして出演しました。
　「コーヒー・ルンバ」の軽快な音楽でコンサートは始まり、「川の流
れのように」や「花は咲く」などを来場者と一緒に歌い、香音アンサ
ンブルの皆さんは終始笑顔で演奏していました。津軽三味線北村流
名取としても活躍する大川さんは三味線のソロ演奏も披露しました。
　前日に飯舘村の小・中学校で箏を演奏し子どもたちと触れ合った
大川さんは「夜空がとても綺麗で、自然が豊かで心が落ちつき懐か
しい気持ちになります。双葉町でも嬉しいニュースがある時は、演
奏をしにかけつけたいので声をかけてもらえたらと思います」と話
していました。会場では遠方から大川さんを応援するために来場し
た方や、双葉町の同級生の姿が見られました。

　大川さんのコンサートの様子やイン

タビューなどを、ニュースふたば６月

１７日号・ふたばのわ７月１５日号で

もご覧いただけます。

箏とギターのポップコンサートに出演箏とギターのポップコンサートに出演 ～飯舘村飯舘村～
大川義秋さん大川義秋さん（下条）（下条）

　

６
月
８
日
、
い
わ
き
市
鮫
川
河
川
敷
公
園

コ
ー
ス
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
町
民
の
交
流
と
健
康
維
持

を
目
的
に
双
葉
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
が
主
催

し
、
今
年
で
６
回
目
を
数
え
ま
す
。

　

開
会
式
で
は
伊
澤
史
朗
町
長
が
、「
こ
の

大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
良
い
汗
を
流
し
な
が

ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
復
興
状
況
の
話
が
で

き
る
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
」
と
し
た
上
で
、

第
６
回

双
葉
町
民
交
流　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

普
段
双
葉
町
が
お

世
話
に
な
っ
て
い

る
勿
来
地
区
に
対

し
て
は
、「
今
後

と
も
、
双
葉
町
と

し
て
で
き
る
限
り

の
協
力
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

男
子　

優　

勝 

… 

　
　
　

準
優
勝 

… 

　
　
　

３　

位 

… 

▲ ニュースふたば
　ＱＲコード

安
藤
義
勝

石
上
光

坂
本
昌
彦

木
村
マ
チ
子

佐
々
木
モ
ト

栗
田
和
子
（
敬
称
略
）

女
子　

優　

勝 

… 

　
　
　

準
優
勝 

… 

　
　
　

３　

位 

… 

　

ま
た
、
開
会
式
に
は
吉
野
正
芳
前
復
興
大

臣
と
岩
城
光
英
元
法
務
大
臣
も
駆
け
つ
け
、

大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
12
歳
か
ら
77
歳
ま
で
、
文
字
ど

お
り
老
若
男
女
28
人
が
参
加
し
、
４
コ
ー
ス

36
ホ
ー
ル
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
各
コ
ー

ス
か
ら
は
「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
」、「
あ
ー
、

惜
し
い
、
惜
し
い
」
な
ど
の
大
き
な
声
が
響

く
と
と
も
に
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
し
た

グ
ル
ー
プ
で
は
参
加
者
同
士
で
ハ
イ
タ
ッ
チ

で
盛
り
上
が
る
姿
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
参
加

者
に
と
っ
て
は
楽
し
い
交
流
の
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

箏とギターのポップコンサートに出演 ～飯舘村～
大川義秋さん（下条）
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皆さんの応援よろしくお願いします皆さんの応援よろしくお願いします !皆さんの応援よろしくお願いします !

ふたばスポーツフェスティバルふたばスポーツフェスティバル２０１９２０１９ふたばスポーツフェスティバルふたばスポーツフェスティバル２０１９２０１９ふたばスポーツフェスティバル２０１９

電子メール kyouiku@town.futaba.fukushima.jp

【問い合わせ先】
☎ ０２４６－８４－５２１０ ＦＡＸ ０２４６－８４－５２４８双葉町教育委員会　教育総務課

いわき市植田町中央１丁目１６－１３ エムケービル２Ｆ〒９７４－８２６１

日　　時：
受付開始：
開　　会：
終　　了：
会　　場：

　昼食について

　持参物について

１０月１２日（土）
９時３０分～
１０時３０分～
１４時３０分
Ｊヴィレッジ雨天練習場
（楢葉町山田岡美シ森８）

コミュニティ情報紙ふたばのわ７月１５日号に参加申込書を同封します

申込期間は７月１６日（火）～８月１６日（金）です。
　詳しい申し込み方法、バスルート、プログラム、宿泊施設などの詳細情報に関しましては、
ふたばのわ７月１５日号同封の参加申込書や町公式ホームページをご覧ください。

　軽食を準備いたします。（無料）

　 運動できる服装、屋外用シューズ、飲料水を忘れ
ずに持参ください。

生活物資支援意向確認実施のお知らせ

【問い合わせ先】　産業課　商工労政係　☎０２４６－８４－５２１４

（旧名称：双葉郡総合体育大会）

開催地：広野町・楢葉町
期　日：７月７日（日）
開会式：午前９時～
　　　　広野町立広野中学校

≪双葉町参加種目≫
・野球（広野町総合グラウンド）
・バレーボール（広野町立広野中学校）
・剣道（広野町立広野中学校）
・グラウンドゴルフ（二ツ沼総合公園）
・バスケットボール（ならはスカイアリーナ）

開催地：相馬市・新地町
期　日：９月１日（日）
開会式：午前８時３０分～
　　　　スポーツアリーナそうま

≪双葉町参加種目≫
・壮年ソフトボール（相馬光陽ソフトボール場）
・９人制バレーボール（新地町総合体育館）
・ソフトテニス（相馬市角田公園）

　毎年年末に、町民の皆さまへ配送しております生活
物資につきまして、今年度も避難世帯ごとに、配送を
予定しております。
　お届け先は、町に届出のある避難先にしているとこ
ろですが、例年、「保管期間満了」や「あて所なし」で
多くの生活物資が戻ってきております。
　このようなことから、平成３０年度から事前に生活

物資支援意向確認を実施し、ご希望のあった世帯にの
み配送することとしました。
　つきましては、今年度も７月中を目途に生活物資支
援意向確認を往復はがきにより実施しますので、回答
期限厳守でご回答くださるようお願いいたします。
　なお、ご不明な点がありましたら、下記の問い合わ
せ先までご連絡ください。
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令和２年度 双葉町職員（社会人経験者）採用候補者試験

受　験　案　内

○受付は、月曜日から金曜日の業務時間内（８：３０～１７：１５）（祝日を除く）
○郵送による申込書提出の場合は、令和元年８月１４日（水）までの消印有効。
○申込用紙は、双葉町いわき事務所総務課（２階事務室）で交付しています（全職種）。
　また、申込書の郵送も可能です。郵送での請求方法は、「６受験手続」を参照してください。

職　種 行政職 土木職 保健師 管理栄養士
採用予定人員 若干名 若干名 若干名 若干名

行　政　職 昭和４９年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者

土　木　職 昭和４９年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者

保　健　師 昭和４９年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者
※保健師資格免許所有者又は令和２年３月までに取得見込の者

管理栄養士 昭和４９年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者
※管理栄養士の資格を有する者又は令和２年３月までに取得見込の者

試験種目 試験職種 出　題　分　野

社会人基礎試験
（筆記） 全職種

・ 社会的関心と理解について問う分野、言語的な能力を問う分
野、論理的な思考力を問う分野
・社会人の職務・職場への適応性に関する調査
・公務員に求められる資質について性格特性をみる

試験職種 　試　験　内　容

全職種
（ア）　論文試験　　論理性、表現力をみる
（イ）　口述試験　　個別面接による人物評価
（ウ）　身体検査　　医師発行の身体検査書を提出

※ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。
（１）日本国籍を有しない者
（２）成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む。）
（３）禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
（４）本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
（５）日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する
　　　政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

受 付 期 間○

１　試験職種と採用予定人員

２　受験資格

３　試験の方法及び内容
　（１）第１次試験

　（２）第２次試験（全試験職種共通）

【共通】 民間企業等における職務経験を４年以上有する方又は青年海外協力隊等における活動経験を２年以上
有する方（学歴は問いません）

令和元年７月１７日（水）から令和元年８月１６日（金）まで
令和元年９月２２日（日）９：００～１２：０５（予定）第1次試験日○

※ 申込書の提出先は双葉町いわき事務所総務課となります。郡山支所及び埼玉支所では受付できませんので
ご注意ください。
　また、申込用紙には添付する書類がありますので、早めに手続きをお願いします。
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※受験者が多い場合、試験会場が変更となる場合があります（試験会場が変更となる際は個別にご連絡いたします）。

　申込用紙は、双葉町いわき事務所総務課で交付
します。郵便により申込用紙を請求する場合には、
封筒の表に「職員（社会人経験者）採用試験申込
用紙請求」と朱書きし、１２０円切手を貼った宛先
明記の返信用封筒（角形２号：２４０㍉×３３２㍉）
を必ず同封し、双葉町いわき事務所総務課へ郵送
してください。
※ 郡山支所及び埼玉支所での用紙交付及び郵便請
求による申し込みはできません。

※ 福島県自治会館へは、ＪＲ福島駅から徒歩１５分です。

　試験の結果については、双葉町個人情報保護条例
第１７条の規定により、口頭で請求できます。ただ
し、電話、はがき等による請求では開示できません。
受験者本人であることを明らかにする顔写真入りの
書類（運転免許証、学生証、旅券等）を持参のうえ、
受験者本人が直接、双葉町いわき事務所総務課へお
いでください。

試　験 開示請求
できる者 開示内容 開示期間

第１次試験 第１次試験
不合格者 総合得点

・順位

合格者発
表日から
１カ月間第２次試験 第２次試験

受験者

合格者は採用候補者名簿に記載され、令和２年４
月１日以後欠員が生じた都度採用されます。（こ
の採用候補者名簿の有効期間は原則として、１年
間です）

（１）

例えば、令和２年４月１日付けで採用された場合、
最低でも令和２年９月３０日までの期間は条件附
職員として役場の行政事務補助員として業務に就
いていただき、適性を判断した後各課に正職員と
して配属になります。したがって、正式採用は、
令和２年１０月１日以後になります。また、この
条件附採用職員の期間に役場職員として相応しく
ないと判断された場合は、正式採用されない場合
がありますのでご留意願います。

（２）

受験者本人並びに第三者に関わらず、採用を有利
に運ぶ目的をもって便宜を図るための行為をした
場合は受験資格を失います。また、採用後この事
実が明らかとなった場合は、採用が取り消されます。

（注）

区　　分 期　　日 場　　所 合格発表

第１次試験 令和元年９月２２日（日）
９：００～１２：０５ 予定

福島県自治会館（※）
（福島市中町８番２号） １１月上旬頃

第２次試験 日時・場所などの詳細は、第１次試験合格者に通知します 第２次試験日から
３０日以内の日

（１）申込用紙の請求

① 受験票を受領したときは、最近６か月以内に撮
影した本人の写真（上半身、脱帽、正面向き、
縦６㎝×横４.５㎝）１枚を写真欄に貼って受験
当日必ず持参してください。（受験票がない場
合又は受験票に写真が貼っていない場合は受験
できません）
② 受験の際は、「ＨＢ」の鉛筆と消しゴムを持参して
ください。これ以外の筆記用具は使用できません。
③ 会場には駐車場がありませんので、試験当日の
試験会場への自家用車の乗り入れはご遠慮願い
ます。また家族による送迎も会場周辺の渋滞に
より遅刻するおそれがあるので、公共交通機関
を利用してください。

（３）その他

４　試験の期日及び場所

５　合格者の採用 ６　受験手続

７　試験結果の開示

【問い合わせ先】 福島県いわき市東田町２丁目１９－４〒９７４－８２１２
双葉町いわき事務所　総務課　行政係 ☎ ０２４６－８４－５２０１

　申込用紙に必要事項を記入し、必要書類を添え
て双葉町いわき事務所総務課へ提出してください。
また、郵送により申込用紙を提出する場合は、封
筒の表に「職員（社会人経験者）採用試験申込」と
朱書きし、添付書類を添えて必ず簡易書留で郵送
してください。
【添付書類】
　○ ８２円切手を貼った宛先明記の返信用封筒
（長形３号：１２０㍉×２３５㍉）

　○履歴書（市販のものでも可能）　　○誓約書

（２）申込方法
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後期高齢者医療被保険者証の定期更新について

　被保険者証は、簡易書留郵便で送付いたしますので、
配達時にご不在の場合は郵便局に一時保管されます。再
配達については、「郵便物お預かりのお知らせ」に記載
の連絡先へお問い合わせください。郵便物の保管期間は
１週間ほどですのでお早めにお問い合わせください。な
お、被保険者証を送付する封筒は双葉町のものではなく、
福島県後期高齢者医療広域連合と記載のある封筒になり
ますので、お間違えのないようにしてください。

　国民健康保険高齢受給者証（７０歳から７４歳の方
が対象）及び国民健康保険特定疾病療養受療証（人工
透析治療を行う必要のある慢性腎不全など特定疾病に
該当している方で受療証の交付を受けている方が対
象）が令和元年８月１日に更新となります。
　新しい高齢受給者証及び特定疾病療養受療証は、７
月下旬に避難先住所に送付いたします。避難先住所に
変更のある方は、７月５日（金）までにご連絡ください。
連絡が遅れますと指定地に送付できない場合がありま
すのでご注意ください。
　高齢受給者証は、医療機関等を受診する際に必ず保
険証・一部負担金等免除証明書と一緒に窓口に提示し
てください。

【問い合わせ先】　健康福祉課　国保年金係

【問い合わせ先】　健康福祉課　国保年金係

☎０２４６－８４－５２０５

☎０２４６－８４－５２０５

　標準負担額減額認定証（以下：認定証）は、住民税
非課税世帯の方の入院時食事療養費及び入院時生活療
養費が減額となる認定証です。認定証は申請のあっ
た月の１日から毎年７月３１日まで有効です。原則事
前申請となっており、食事療養費の支払い後にさかの
ぼって申請することはできません。申請を希望する方
は、申請書を郵送いたしますので、いわき事務所健康
福祉課までご連絡ください。
　有効期限が平成３１年（令和元年）７月３１日まで
の認定証をお持ちの方で、８月以降も引き続き認定証
を必要とされる方は、８月末までに申請してください。

　有効期限が切れた被保険者証につきましては、いわき
事務所健康福祉課までご返却ください。返却できない場
合には、自己責任のもと細かく裁断し破棄してください。

　標準負担額認定証（以下、認定証）の有効期限は平成
３１年（令和元年）７月３１日までです。８月以降の認定
証の交付については、申請が必要となります。認定証は
申請のあった月の１日からの発行期日となりますので、
該当する方は８月末までには申請してください。
　申請書については町のホームページ又は、福島県後期
高齢者医療広域連合ホームページからダウンロードでき
ます。ダウンロードできない場合には申請書を送付いた
しますので、ご連絡ください。

　現在お持ちの被保険者証の有効期限が、平成３１年
（令和元年）７月３１日までとなっております。
　令和元年８月１日以降の被保険者証について、７月
下旬ごろに役場に届け出のある避難先住所に郵送いた
しますので新たに申請の必要はありません。
　届出のある避難先住所に変更のあった方は、７月５
日（金）までにご連絡ください。連絡が遅れますと指
定地に送れない場合がありますのでご注意ください。

＜簡易書留郵便での送付について＞

【高齢受給者証及び
特定疾病療養受療証の更新について】

【標準負担額減額認定証の申請について】

　有効期限の切れた高齢受給者証等は、自己責任のも
と裁断して破棄していただくか、いわき事務所健康福
祉課まで返却してください。

【有効期限の切れた高齢受給者証および
認定証について】

＜有効期限の切れた被保険者証について＞

＜標準負担額減額認定証について＞

【福島県後期高齢者医療広域連合ホームページURL】

双葉町国民健康保険にご加入の皆さまへ
（８月更新の高齢受給者証等について）

http://fukushima-kouikirengou.lineup.jp/
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【免除が承認された期間の年金額について】

【問い合わせ先】

【農業者年金に関する問い合わせ先】

☎０２４６－８４－５２０５

☎０２４６－８４－５２１４農業委員会事務局

　免除となった期間の将来受給できる年金額は、保険
料を納付した場合の年金額の２分の１で計算されます。

【追納制度について】
　免除期間の保険料は、１０年以内であれば、後から
保険料を納付（追納）することができます。ただし、
承認された期間の翌年度から起算して、３年度目以降
に追納する場合には、当時の保険料額に経過期間に応
じた加算額が上乗せされますので、ご注意ください。

【国民年金基金・農業者年金に加入されている方へ】
　国民年金基金や農業者年金に加入されている方につ
いては、免除申請が承認されますと、国民年金基金・
農業者年金を脱退することになりますのでご注意くだ
さい。詳しくは国民年金基金及び農業者年金基金の各
窓口までお問い合わせください。

※ ２号被保険者（厚生年金などに加入している方）、
３号被保険者（２号被保険者に扶養されている配偶
者）、２０歳未満の方、６０歳以上の方などは、申請
の対象外となります。
※学生の方は、学生納付特例による申請となります。

　東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴
い、避難指示・屋内退避指示を受けた市町村に、
平成２３年３月１１日時点で住所を有していた
方は、ご本人からの申請に基づき、国民年金保
険料の免除及び学生納付特例を審査する際、所
得の審査をしないことになります。

※ 上記の期間より前の期間について、これまで免除
等をしなかった方や保険料が未納となっている方
についても、申請することができます。申請でき
る期間は申請した日からさかのぼって２年１ヶ月
前までの期間です。

からダウンロードできます。申請書をダウンロード
できない場合には、送付いたしますので、いわき事
務所健康福祉課までご連絡ください。

　申請書は
（http://www.nenkin.go.jp/n/www/index.html）

　なお、申請書の受付はいわき事務所健康福祉課、
または最寄りの年金事務所窓口で行っておりますの
で、お手続きください。

○対象となる期間
 ● 免除・納付猶予震災特例：
　令和元年７月分 ～ 令和２年６月分
 ● 学生納付特例：
　平成３１年４月分 ～ 令和２年３月分

国民年金保険料特例免除の期限延長について
原子力災害に伴う 

日本年金機構ホームページ
健康福祉課  国保年金係

※ 　昨年と同程度の送迎バス運行を予定しております。今後、別途送付いたします双葉町敬老会の
お知らせをご確認いただき、お申し込みください。なお、申し込み状況により送迎バス運行ルー
トが変更となる場合がありますのであらかじめご了承願います。
　 　また、マイカーでの参加も可能です。交通事故に十分注意し、安全運転でお越しください。

　ご敬老を迎える皆さまのきずなを深め、ふるさと双葉町を共有する時間を過ごしていただく

ため、下記の日程で敬老会を開催いたします。皆さまのご参加をお待ちしています。

双葉町敬老会の開催について

開  催  日：

対象の方：

開催場所：

令和元年９月２０日（金）　

６５歳以上の方（昭和３０年４月１日以前生まれの方）で、
令和元年６月１日現在双葉町に住民登録のある方。
または、平成２３年３月１１日時点で双葉町に住民登録があった方。

いわき市植田町八幡台６番地　八幡台やまたまや 祝
敬老
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実　施　日 地　区 会　場

総
合
健
診

9 月 10 日（火） 南相馬 原町生涯学習センター（サンライフ南相馬）
 （南相馬市原町区小川町３２２－１）

9月 12 日（木） 会津若松※２
アピオスペース（大熊町と合同）
 （会津若松市インター西９０）

9月 26 日（木） 白河 白河市国体記念体育館
 （白河市北中川原３０）

9月 27 日（金） 郡山 福島県農業総合センター
（郡山市日和田町高倉字下中道１１６）

10 月   4 日（金） 福島 福島市国体記念体育館（富岡町、大熊町と合同）
（福島市仁井田字西下川原４１－１）

10 月   7 日（月） いわき 南部アリーナ（いわき市南の森スポーツパーク）
（いわき市錦町細谷１０２－５８）

10 月   9 日（水） いわき 県営復興公営住宅勿来酒井団地集会所
（いわき市勿来町酒井青柳８－２）

10 月 17 日（木） いわき グランパルティいわき
（いわき市平谷川瀬１－７－１）

　★総合健診会場では県民健康調査もあわせて受診できます。

乳
が
ん

10 月   2 日（水） 郡山 大槻ふれあいセンター：郡山市大槻町字中前田５６－１

10 月 10 日（木） いわき 泉公民館：いわき市泉町４－１３－１１

10 月 18 日（金） いわき 双葉郡立勿来診療所：いわき市勿来町酒井字青柳１６

10 月 23 日（水） 福島 サンライフ福島：福島市北矢野目檀ノ腰６－１６

10 月 24 日（木） 郡山 福島県農業総合センター：郡山市日和田町高倉字下中道１１６

11 月 20 日（水） 会津若松 長原仮設住宅集会所（大熊町と合同）：会津若松市一箕町松長字下長原２００

12 月 25 日（水） いわき 保健衛生協会いわき地区センター：いわき市小島町２－１４－７

2月 21 日（金） 南相馬 原町生涯学習センター（サンライフ南相馬）：南相馬市原町区小川町３２２－１

子宮がん ★ ９月２日（月）、いわき（県復興公営住宅勿来酒井団地集会所）で集団検診を実施します。
★ 他は、医療機関での個別検診となります。時期は方部により異なります。

総合健診・がん検診のおしらせ総合健診・がん検診のおしらせ
令和元年度の総合健診・がん検診を下記日程で実施します。

１年に１度は健康診査・がん検診を受けて健康管理にお役立てください。

【 福島県内に避難している方 】

【 福島県外に避難している方 】

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎０２４６－８４－５２０５

　６月下旬に意向調査をお送りしました。希望する健診の種類・会場を選んで必ずご返送ください。
　健診希望しない方はその理由を記入のうえ、調査票を返送してください。ご協力をお願いします。

　昨年度と同様に実施します。（総合健診、がん検診ともに健診実施医療機関を予約していただきます）

　避難先の医療機関で受診できます。「県民健康調査」のお知らせと①受診できる医療機関リスト②申込み方法

③申込書を同封して、７～８月にお送りする予定ですので、必ず確認してください。

　詳しい申込み方法や受診等につきましては、お知らせの中にあります問い合わせ先（結核予防

会予約センター）へご連絡ください。

総合健診・がん検診のおしらせ総合健診・がん検診のおしらせ総合健診・がん検診のおしらせ

健（検）診内容・対象等
種　類 対象年齢
健康診査
※ 1 ３０歳以上の男女

骨粗鬆症検診
40 歳・45 歳・50 歳・
55 歳・60 歳・65 歳・
70 歳になる女性

肝炎 ４０歳の男女

が 

ん 

検 

診

肺 ４０歳以上の男女

胃 ３０歳以上の男女

大腸 ３０歳以上の男女

前立腺 ５０歳以上の男性

※１ 　健康診査の内容は、身体計測、血液
検査、尿検査、血圧測定、眼底検査、
心電図検査です。

　　 　健康診査には、特定健診、後期高齢
者健康診査を含みます。

※２ 　会津若松会場での骨粗鬆症検診はあ
りません。
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　どうして結核に？昔ツベルクリン反応陽性だったし、ＢＣＧもしているから大丈夫、
今は、結核になる人なんていないと思っていたのに・・・・・

咳が２週間以上続けば風邪ではない・・・他の病気かも？

早めの医療機関の受診をお勧めします。

なんでもないと思っても、年に１度の結核検診で「異常なし」の

確認をしましょう。

結核は古くて新しい病気！？

（内）　８０歳以上 …… ４割　　２０歳代 …… ６割

わが国では毎年１万７０００人程度の方が発症

？

原因としては次のことがあげられています。
① 高齢になると免疫低下がおこり発症する場合
② 国際化により海外からの旅行者、就労者増加により患者数の増加
　 もう昔の病気だからと安心しないでください。

・水分を摂取しても体に浸透するのに２０分ほどかかります。
・一度にたくさんの水分を摂っても体はうまく吸収することができません。
・水分はこまめに、少しずつのどが渇いたと感じなくても、あえて飲むことが大切なのです。
・ アルコール、お茶、コーヒー（カフェインを含む物）等は、利尿作用があり水分補給には
なりません。

　 飲料水＋食事　からの1日に必要な水分量の目安

・新生児：1㎏（体重）あたり約50～120ml
・乳　児：1㎏あたり120～150ml

・幼　児：1㎏あたり90～100ml
・学　童：1㎏あたり60～80ml

体重㎏×３５ml　一日に必要な水分になる。（計算してみてください）

　 みなさん熱中症予防には水分を多量に飲めばいいと思ってませんか？

・子ども　・高齢者　・屋外で働く人　・キッチンで火を使う人
・スポーツをする人　・犬や猫を飼っている人　など

こんな人は特に注意が必要です。

「ひと涼み」みんなで声かけ
熱中症ゼロにしよう!!!熱中症ゼロへ熱中症ゼロへ熱中症ゼロへ熱中症ゼロへ熱中症ゼロへ

成人の場合

子どもの場合年齢によって異なります。 例）６才で体重２０kg の児＝2000ml（２ℓ）

（全員の方が当てはまります。）

どのくらいとればいいの？
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５
月
25
日
・
26
日
、
栃
木
県
那
須
町
の

「
ホ
テ
ル
エ
ピ
ナ
ー
ル
那
須
」
に
お
い
て
、

羽
鳥
行
政
区
（
上
羽
鳥
地
区
）
の
総
会
・

交
流
会
が
、
県
内
外
の
避
難
先
か
ら
33
人

の
方
々
が
参
加
し
、
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

冒
頭
に
物
故
者
へ
の
黙
と
う
を
捧
げ
た

後
、
今
村
樹
重
地
区
長
が
「
令
和
の
時
代

が
、
穏
や
か
で
、
幸
せ
な
時
代
に
な
る
よ

う
ご
祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
来
賓
の
伊
澤
史
朗
町

長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
て
「
双
葉
町
に

お
け
る
復
興
の
状
況
や
取
り
組
み
」
等
に

つ
い
て
、
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
産
業
課
か
ら
「
復
興
加
速
化

交
付
金
に
よ
る
ほ
場
整
備
事
業
」
や
「
農

地
の
保
全
管
理
」
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
か
ら
は

「
上
羽
鳥
地
区
の
復
興
活
動
状
況
」
等
に

つ
い
て
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
大
住
宗
重
さ
ん
を
議
長
に
選

出
し
、
昨
年
の
事
業
経
過
報
告
と
会
計
報

告
や
集
会
所
等
の
解
体
等
に
つ
い
て
を
審

議
し
、
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
林
和
男
さ

ん
が
地
区
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
松
木
秀
男
顧
問
の
乾
杯
の

ご
発
声
で
始
ま
り
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者

と
ご
夫
婦
で
の
参
加
者
に
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
が
弾

み
、終
始
和
や
か
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
次
会
は
、
希
望
者
に
よ
り
場
所
を
変

え
て
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
カ
ラ
オ
ケ
で

自
慢
の
の
ど
を
披
露
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
総
会
・
交
流
会
は
、
飯
坂
温

泉
で
６
月
上
旬
の
土
曜
・
日
曜
に
開
催
す

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
、
再
会
を
誓
い

な
が
ら
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
、19
日
、磐
梯
熱
海
温
泉
「
ホ

テ
ル
華
の
湯
」
に
お
い
て
、
山
田
行
政
区

総
会
・
交
流
会
を
行
い
、
避
難
先
よ
り

42
人
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

総
会
前
に
、
全
員
で
黙
と
う
を
行
い
ま

し
た
。
伊
澤
史
朗
町
長
、
金
田
勇
副
町
長

に
も
総
会
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
、
伊

澤
町
長
か
ら
は
町
の
復
興
の
現
状
、
今

後
の
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
整
備
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

議
事
に
入
り
平
成
30
年
度
の
収
支
報
告

を
含
め
、議
案
が
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、住
民
生
活
課
よ
り
山
麓
線
、

国
道
２
８
８
号
の
特
別
通
過
交
通
の
計
画

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
東
京
電
力
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
福
島
復
興
本
社
よ
り
除

草
、
室
内
片
付
け
サ
ポ
ー
ト
の
活
動
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
乾
杯
の
前
に
山
田
芸
能

保
存
会
に
よ
る
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
が

行
わ
れ
、
一
昨
年
ま
で
長
年
区
長
と
し
て

ご
尽
力
さ
れ
た
渡
部
一
美
前
区
長
に
、
花

束
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
金
田
副
町

長
の
乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
、
久
し
ぶ
り

に
会
っ
た
皆
さ
ん
と
昔
話
や
避
難
先
で
の

苦
労
話
で
多
い
に
盛
り
上
が
り
、
昭
工
業

の
熱
海
ブ
ド
ウ
園
で
採
取
、
製
造
さ
れ
た

ワ
イ
ン
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ワ
イ
ン
は

と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
天
野
正
衛

さ
ん
か
ら
は
干
支
で
あ
る
イ
ノ
シ
シ
の
手

づ
く
り
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
「
猪
突
猛
進
頑

張
ろ
う
」
と
全
員
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
余

興
の
カ
ラ
オ
ケ
は
ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
と
な

り
ま
し
た
が
、
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

朝
食
終
了
後
、
笑
顔
で
次
回
の
再
会
を

約
束
し
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

総
会
・
交
流
会

総
会
・
交
流
会

上
羽
鳥
地
区

山
田
行
政
区
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　新緑の５月２０日、２１日の１泊２日の日程で、
奥飯坂温泉摺上亭 “ 大鳥 ” にて双葉町下条老人クラ
ブの親睦会が行われ、埼玉県、栃木県、いわき市等
から電車、高速バス、車の相乗りで１８人が参加し
ました。
　志村ミヱさんの進行で、作本信一副会長が開会のこ
とばを述べ、物故者に対して黙とうを行い、井上六郎
会長のあいさつ、新入会員の新工澄子さんの紹介があ
り乾杯の音頭は池田寛さんにお願いしました。
　カラオケタイムは女性達の飯坂小唄で始まり、プ

ロ級の民謡大家が朗々と謡い、次々と会員の皆さんが
年季の入った美声で歌い上げ大盛会でした。その時の
様子はタブレットでも見ることができます。竹本利幸
副会長の一本締めで会を閉じましたが、全員が来年も
健康に留意し、元気で再会し、心の糸をつないでいく
ことを約束し合いました。
　時計の針が震災前に戻り、皆が同じバスで双葉に戻
り、いつでも電話を通さず双葉弁で話ができるといい
な、と思ったのは私だけでしょうか・・・。

双葉町下条老人クラブ　女性部長　井上　了子

　今回の会場は、同級生の大須賀くんの従姉妹
が経営する旅館ということで、利用させていた
だきました。ご厚意により全館貸切ということで、
料理良し、露天風呂良し、大騒ぎ良しと交流を
深めるのには、有意義な同級会となりました。
　会では、所沢市から参加した相川菊彦くんの
歌あり、踊りありの１時間余りにおよぶワンマン
ショーにより、会場内は大爆笑に満ち溢れ、二
次会も思い出話などで大いに盛り上がり、時間の
過ぎるのを忘れ、深夜まで延々と続きました。
　次の日、大半の参加者はお土産にさくらんぼ
をと考えていたようですが、福島市のさくらん
ぼはまだ早いということで、米沢市の道の駅ま
で車で移動、買い物を楽しみ、またの再会を誓
い合い帰途につきました。
　最後に、来年の同級会幹事は私作本信一と小
林一美くん、場所は浅草、時期は１１月頃と決
まりましたので、同級生の参加をお待ちしてお
ります。　　　　　　　　　作本　信一（下条）

下条老人クラブ懇親会下条老人クラブ懇親会下条老人クラブ懇親会下条老人クラブ懇親会下条老人クラブ懇親会

双葉中学校（昭和４３年度卒業）同級会
　６月９日、１０日、飯坂温泉「双葉旅館」において、双葉中学校昭和４３年度卒同級会を開催したところ、県内外
より２９人の方々にご参加いただきました。
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◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。
中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３
（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会よりより 平七夕祭り、今年も参加平七夕祭り、今年も参加平七夕祭り、今年も参加平七夕祭り、今年も参加平七夕祭り、今年も参加
　恒例の平七夕祭りは 8 月 6 日（火）～ 8 日（木）にかけて、開催されます。

　「いわき・まごころ双葉会」では「平和通り商店会」から、本年も熱烈

な参加要請をいただき、七夕飾りを新調し複数本出展し、平和通り商店会

との交流をさらに深めます。

　双葉町民の皆さまの、お越しをお待ちしております。

開催日時：７月２０日（土）９時００分～正午まで

看護師を目指すファースト体験を
してみませんか？

【問い合わせ先】　公立双葉准看護学院　☎ ０２４４－３２－０９９０（担当：庄司・大和田）

公立双葉准看護学院公立双葉准看護学院公立双葉准看護学院
オープンスクール＆学院説明会オープンスクール＆学院説明会オープンスクール＆学院説明会

学院説明会・

進路相談
血圧測定

妊婦体験・

高齢者体験

沐浴体験・

手洗いチェッカー
未来へ未来へ！

るさとでるさとでふ

すけあいすけあいた

とんをとんをば
未来へ！

るさとで

すけあい

とんを

双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。
・２０１９年度は、136,917㎥搬入しています（２０１５年からの累計は1,048,211㎥）。

中間貯蔵施設の様子をバスでご覧いただく見学会を月１回実施しています。７月は、７月２６日（金）を予定してい
ます。見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報センター（TEL：0240-25-8377）までお願いします。

見
学
バ
ス
の
様
子
（
２
０
１
９
年
５
月
撮
影
）

▲ 見
学
会
の
様
子
（
２
０
１
９
年
５
月
撮
影
）

▲

◇輸送について

◇中間貯蔵工事情報センターについて

※６月１３日現在

より
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双葉町社会福祉協議会
～ ７月健康運動教室、社協サロン開催のお知らせ ～
こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

◆ 消防署からのお知らせ ◆ 風水害に備えましょう

命を守るための命を守るための
３つの心得３つの心得

１. ハザードマップで危険箇所を確認！
２. 雨が降り始めたらテレビ等で情報を確認！
３. 豪雨になる前に早めの避難！

普段、天気予報などで耳にする「強い雨」や「猛烈な雨」はどの程度の雨なのかご存知ですか？
また、雨の程度でどのような影響があるかまとめてみました！

梅雨時期から秋にかけて台風、 ゲリラ豪雨などにより甚大な災害が発生しています。

日頃の備えと万が一の行動について確認が必要です！

平均雨量（毎時） 雨の強さ 影　響

１０～２０ｍｍ やや強い ザーザーと降る。
話し声が聞き取りにくくなる。

２０～３０ｍｍ 強い雨 どしゃ降りの雨。
傘をさしてもぬれる。

３０～５０ｍｍ 激しい雨 バケツをひっくり返したように降る。
山崩れやがけ崩れが起こりやすくなる。

５０～８０ｍｍ 非常に強い 滝のように振り、傘がまったく役に立たなくなる。

８０ｍｍ以上 猛烈な雨 雨による大規模な災害が発生するおそれが強い。

雨の強さとその影響

命を守るための
３つの心得

◇ 浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は１１９番

避難準備！

会　場 問い合わせ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）
南東北総合卸センター　２階第６会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1） 郡山事務所

☎ 024 －973 －5291

毎週　木曜日
13:30 ～ 15:00

県北保健福祉事務所　４階中会議室
（福島市御山町8－30）※上靴をご持参ください。 　7月23日（火）

社協サロン（内容：健康体操、講話、相談、生きがいづくり、交流等）
※参加を希望される方は昼食準備のため、事前申込みをお願いします。

白河市老人福祉センター　会議室
（白河市北中川原313）

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291 　7月　9日（火） 10:00 ～ 14:00

双葉町サポートセンターひだまり
復興公営住宅勿来酒井団地敷地内
（いわき市勿来町酒井青柳14－5）

本部事務局
☎ 0246 －84 －6725 　7月17日（水） 11:00 ～ 14:30

郡山市喜久田公民館　和室１
（郡山市喜久田町堀之内字下河原1）

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291 　7月22日（月） 10:30 ～ 14:30
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【問い合わせ先】　福島地方法務局総務課　☎０２４－５３４－１９８３

　福島地方法務局富岡出張所では毎月第１・３木曜日に出張窓口を開設しておりますが、令和元年７月・８月・９月の
富岡出張所出張窓口の開設場所については、富岡出張所庁舎（双葉郡富岡町小浜 554－7）から富岡町文化交流センター
学びの森（双葉郡富岡町大字本岡字王塚 622－1）へ変更となりますので、お知らせします。
　なお、取扱事務等については変更はありません。

福島地方法務局富岡出張所「出張窓口」変更のお知らせ

　時　間 午前１０時から午後３時まで （登記に関するご相談は、予約制です。 予約先　☎０２４６－３５－５６７０）

※お住まいの近くの法務局でも相談できます。：登記相談は予約制（☎０２４６－３５－５６７０）となります。

令和２年度　双葉地方広域市町村圏組合職員（一般事務・
消防）採用候補者試験［高校卒業程度］を次により行います。
１.　採用予定日
２.　試験職種、採用予定人員及び職務内容等

令和２年４月１日

試験職種 採用予定人員 職　務　内　容　等
一般事務 若干名 双葉地方会館又は出先機関において事務に従事します。
消　　防 若干名 消防本部又は消防署において消防業務に従事します。

３.　受験資格
区　　分 受　験　資　格

一般事務 平成２年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた方で自動車運転免許（普通自動車
以上）取得又は令和２年３月末日まで免許取得見込みのもの。（学歴は問いません。）

消　　防

平成８年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた方で自動車運転免許（普通自動
車以上「ＡＴ限定免許を除く。」）取得又は令和２年３月末日まで免許取得見込みのもの。
（学歴は問いません。）
　◎身体の基準は、次のとおりです。
　・胸　囲　　身長の概ね２分の１以上であること。
　・視　力　　両眼とも矯正視力が０．７以上であること。
　・聴　力　　正常であること。
　・その他　　 精神及び身体に障害がないこと。結核性疾患、その他感染性疾患がないこと。

４.　試験の期日、場所及び発表
区　　分 期　　日 時　　間 試　験　場 発　　表

第１次試験 令和元年
９月２２日（日）

○受　　付
9：00～　9：30 双葉地方会館

福島県双葉郡富岡町
小浜 553－1
☎0240－22－3333

令和元年１０月下旬頃ま
でに当組合掲示場、当組
合ホームページ等に受験
番号を掲示するほか、受
験者全員に通知します。

○教養試験
10：00～12：00

○適性検査
12：10～12：35

第２次試験 第１次試験合格通知の際にお知らせします。 別途通知します。

双葉地方広域市町村圏組合事務局総務課
〒９７９－１１１１　福島県双葉郡富岡町小浜５５３－１　☎０２４０－２２－３３３３

※上記の採用候補者試験に係る詳細については、当組合ホームページにてご確認願います

（２）申込用紙の請求先：
令和元年７月１７日（水）から同８月１６日（金）まで。（１）受付期間：

５.　受付期間及び申込用紙の請求先
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【企業向け】雇用に係る支援制度研修会及び助成金活用術セミナー

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

補助金や助成金の活用は企業にとって大きなメリット！雇用に係る支援制度の特徴や改正点を学ぶ研修会
と、実務上の成功・失敗事例をもとにその活用法を学ぶセミナーを同時開催します。“これを知って良かった”
という豆知識を得てみませんか。詳しくは、お問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。

【申し込み・問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　広野窓口（広野町役場産業振興課内）
☎０２４０－２３－５５８６　　ＦＡＸ０２４０－２３－５５８７

※ 参加企業の詳細は、ホームページをご覧ください。

はたらっこ

ホームページ 働きたいネット 検索

７月２５日（木）１３：００ ～ １６：３０● 日　時 …

７月２６日（金）９：００ ～ １７：００● 日　時 …

７月５日（金）１３：００ ～ １５：００（受付開始１２：３０～）● 日　時 …

１００名程度● 定　員 …

６０名程度● 定　員 …
【企業申込型】７月１１日（木）　【個人申込型】７月１８日（木）● 締切日 …

【企業申込型】７月１０日（水）　【個人申込型】７月１７日（水）● 締切日 …

５０社程度（１社２名まで）● 定　員 … ７月２３日（火）● 締切日 …
● 会　場 …ビッグパレットふくしま　３階　中会議室　（郡山市南２丁目５２）

● 会　場 …ＬＡＴＯＶ　６階　いわき産業創造館　企画展示ホール（いわき市平字田町１２０）

● 会　場 …いわきニュータウンセンタービル　会議室Ａ（いわき市中央台飯野４丁目２－４）

● 会　場 …川俣町役場　３階大会議室（伊達郡川俣町字五百田３０）

７月２６日（金）● 日　時 …　 ９：５０ ～【受付】 １０：００ ～ １６：００【研修会＆セミナー】
【郡山会場】

【企業申込型】【個人申込型】コミュニケーション能力講座 

【企業申込型】【個人申込型】事故由来廃棄物等特別教育講習

【求職者向け】行くしかない！！  就職面接会 in 川俣

人との関わり方、信頼関係の築き方を実践的に学べます。

除染で出た除去土壌や汚染廃棄物等の処分業務に従事する際に必要な教育です。事故由来廃棄物等処分業務
特別教育規程（平成２５年厚生労働省告示第１４０号）に基づくカリキュラムを実施。修了証を発行。初心
者にも分かりやすい講習。１日で取得できます。

実は面接会が就職への近道♪求人票には載っていない魅力が聞ける！
バラエティあふれる職種が勢揃い！パート・正社員、働き方もいろいろ！

参加企業１２社【参加無料・申込不要・履歴書不要】

◎苦手な人も好きになる！　◎新たな自分の強みを発見！　◎就職活動のアピールに役立つ！

◎職場の雰囲気アップ！　◎求人の応募数・定着率アップ！　◎顧客満足度アップ！企業の方へ

求職者の方へ

※雇用保険受給者で証明書が必要な方に参加証明書を発行します。

※雇用保険受給者は求職活動実績になります。参加証明書を発行します。

※雇用保険受給者で証明書が必要な方に参加証明書を発行します。

※ 申込締切後、当該事業の主旨に基づき厳正に選考し、選考結果は電話にて
ご連絡します

※ 申込締切後、当該事業の主旨に基づき厳正に選考し、選考結果は電話にて
ご連絡します

企業申込型

企業申込型

個人申込型

個人申込型
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（令和元年５月31日現在）

・福島県内に避難されている方 4,069人
2,804人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者
を引き、出生者と転入者を加えた人口を示しています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の

名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

井
い ど が わ

戸川桜
さ く や

也 4月 17日 朝寛・千春 中　田

中
なかがわ

川　陽
ひ ま り

葵 4月 22日 巧一・芳美 長塚一

宇
う さ み

佐見芽
め い

依 5月　8日 龍希・　愛　 三　字

杉
すぎもと

本　幸
こうだい

大 5月 20日 　量　・美咲 下　条

谷
や つ だ

津田結
ゆ い か

花 5月 28日 淳之・穂波 三　字

竹
たけうち

内　健
け ん と

人 5月 29日 龍輝・裕美子 寺　松

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

北村　富子 ９８ 4月 24日 山　田

中野　ヒサ １００ 4月 25日 鴻　草

半谷ヨリ子 ９２ 4月 27日 渋　川

伊澤　節子 ９５ 5月　1日 新　山

田中カツ子 ８９ 5月 11日 細　谷

志賀　令子 ７９ 5月 19日 長塚一

岩川　良男 ７９ 5月 20日 長塚一

吉岡ハツイ ９２ 5月 22日 新　山

人のうごき５月分
【
文
芸
】

短
歌
・
赤
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号　

待
っ
た
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し
で
の　

走
り
抜
け
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の
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る　

救
急
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・
孫
よ
り
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き
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か

し

菓
子
の
中
に　

初
任
給
で
と　

メ
ッ
セ
ー
ジ

里
謡
・
友
の
投
句
に　

励
ま
し
も
ら
い

我
も
ひ
ね
り
し　

一
句
か
な

俳
句
・
紫
陽
花
が　

垣
根
で
迎
い
る　

無
人
駅

　
　

・
大お

お
か
ん
ば
ら

桑
原　

つ
つ
じ
満
開　

人
満
杯

川
柳
・
文
芸
に　

採
用
嬉
し　

茶
の
旨
さ

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ

広報紙の発送について広報紙の発送について

　避難先を移動された方は「避難住民届」を提出し
てください。

　「広報ふたば」「ふたばのわ」は、１居所につき１
部送付しています。
　ご家族が別々の場所に引っ越された場合や、同居
するようになった場合など、広報紙の発送に関する
ことは下記までご連絡ください。

※ 移動先の届出がないと、町からの広報紙、各種通知など
の郵便物が届かなくなりますのでご注意ください。

【問い合わせ先】　戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

避難先を移動された方へ

広報紙の発送について

期
間

７月１６日（火）から
７月２５日（木）までの
１０日間

運動のスローガン：うしろでも　シートベルトを　つけようね
【年間スローガン：みんながね　ルール守れば　ほら笑顔】

主唱：福島県、福島県交通対策協議会

令和元年　夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動

　

ア
メ
リ
カ
大
統
領
ド
ナ
ル
ド
ト
ラ
ン
プ
氏
は
最
近
中
国
か

ら
の
輸
入
品
に
対
し
25
％
の
関
税
を
課
す
る
こ
と
を
発
表
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
、
米
・
中
の
貿
易
摩
擦
が
厳
し
く
な
り

世
界
経
済
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
中
国
は
「
レ
ア
―
ア
ー
ス
」（
希
少
金
属
）

の
対
米
輸
出
停
止
を
ほ
の
め
か
す
な
ど
、
米
国
と
中
国
の
対

立
が
顕
在
化
す
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、「
貿
易
自
由
化
」

こ
そ
「
世
界
経
済
活
性
化
」
の
源
泉
で
あ
り
ま
す
の
で
、米
・

中
両
国
の
良
識
あ
る
行
動
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、「
レ
ア
―
ア
ー
ス
」
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
は
じ

め
携
帯
電
話
や
５
Ｇ
な
ど
の
通
信
機
器
や
電
気
自
動
車
さ
ら

に
は
燃
料
電
池
車
な
ど
の
普
及
拡
大
で
消
費
量
の
増
加
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
我
が
国
の
「
排
他
的
経
済
水
域
」（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
で

あ
る
「
南
鳥
島
」（
東
京
都
最
南
端
の
島
）
近
く
の
海
底
に

は
高
品
質
で
高
濃
度
の
「
レ
ア
―
ア
ー
ス
」
が
、
泥
の
状
態

で
多
量
に
存
在
す
る
こ
と
が
東
京
大
学
の
加
藤
教
授
の
研
究

チ
ー
ム
や
「
海
洋
開
発
研
究
機
構
」
な
ど
の
調
査
で
明
ら
か

に
な
り
、
世
界
の
需
要
量
の
７
０
０
年
分
以
上
の
埋
蔵
量
が

確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

問
題
は
深
海
の
海
底
か
ら
の
採
取
な
の
で
、
困
難
を
伴
う

こ
ろ
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
石
油
の
採
掘
技
術
を
応
用

し
、
磁
石
を
使
っ
て
選
別
す
る
こ
と
な
ど
で
、
早
急
に
事
業

化
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
同
盟
国
に
も
提

供
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、
我
が
国
の
安
全
保

障
に
大
き
く
貢
献
す
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ

政
府
は
事
業
者
に
対
し
採
掘
事
業
を
確
立
す
る
た
め
に
、
早

急
に
支
援
さ
れ
ま
す
よ
う
に
期
待
し
、「
提
言
」
と
い
た
し

ま
す
。

※
ご
本
人
の
希
望
で
、
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
６
月　

古
室　

仁
（
浜
野
）

【
提
言
】「
レ
ア
ー
ア
ー
ス
」の
開
発
に

　
　
　
　

支
援
を
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全
国
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
便
り
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す



双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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●避難先●
　福島県いわき市

（新山）

一條  武八さん

いちじょう        ぶはち

弟
子
入
り
修
行
が
当
た
り
前
の
時
代

　

多
く
の
技
能
職
種
で
資
格
検
定
が
あ
り
ま
す
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
同
様
で
、
実
務
経
験
な
ど
の
要
件

を
満
た
し
都
道
府
県
の
行
う
試
験
に
合
格
す
れ
ば

国
家
資
格
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
」
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
が
学
校
を
出
た
昭
和
30
年
代
、「
洗
濯
屋
」

と
呼
ば
れ
る
の
が
主
流
の
時
代
、
ま
ず
、
同
業
者

の
下
に
見
習
い
、
い
わ
ゆ
る
「
弟
子
入
り
」
が
必

要
だ
っ
た
た
め
、
そ
れ
な
り
の
規
模
の
店
に
修
行

中
の
従
業
員
が
複
数
い
る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
も
同
様
で
、
浪
江
町
内
の
店
で

お
世
話
に
な
り
、
仕
事
を
教
わ
り
な
が
ら
資
格
を

得
て
、
東
京
都
内
で
経
験
を
積
ん
だ
後
、
昭
和
41

年
に
双
葉
町
内
で
店
を
開
き
ま
し
た
。

夫
婦
「
二
人
三
脚
」
で
約
40
年

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
事
は
複
数
の
工
程
に
ま
た
が
る

流
れ
で
、
ど
こ
か
で
滞
る
と
、
店
内
は
た
ち
ま
ち
洗
濯

物
の
山
と
な
り
、
納
期
も
守
れ
ず
お
客
様
に
ご
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
外
回
り
と
店
内
の
仕
事
、
洗

い
と
仕
上
げ
と
い
う
よ
う
に
夫
婦
で
分
担
し
て
切
り

盛
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
直
後
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
未
経
験
の
妻
に
仕
事
を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
た
。
当
初
、
お
互
い
に
戸
惑
う
と
こ
ろ
あ
り

ま
し
た
が
、
気
が
つ
く
と
、
震
災
に
遭
っ
た
頃
に
は
、

二
人
三
脚
で
約
40
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド

　

町
を
離
れ
て
か
ら
数
週
間
だ
け
神
奈
川
県
内
に

身
を
寄
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
で
も

双
葉
町
の
近
く
に
行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
福

島
県
内
に
戻
り
ま
し
た
。
震
災
が
あ
っ
た
３
月
、

卒
業
や
進
学
、
就
職
や
転
勤
に
季
節
の
変
わ
り
目

が
加
わ
り
、
仕
事
が
忙
し
く
な
る
時
期
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。
着
物
や
制
服
な
ど
お
客
様
の
思
い
が

込
め
ら
れ
た
衣
類
も
多
く
、
避
難
し
て
約
１
年
の

間
は
、
お
客
様
の
避
難
先
を
調
べ
連
絡
を
と
り
、

店
に
残
さ
れ
た
お
預
か
り
品
を
再
洗
浄
の
上
お
返

し
す
る
こ
と
に
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。

　

創
業
以
来
、
技
術
を
売
り
物
に
し
て
お
客
様
か

ら
一
定
の
評
価
を
頂
戴
で
き
た
と
い
う
自
負
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
と
し
て
、
ご
愛

顧
い
た
だ
い
た
御
礼
も
兼
ね
、
最
後
の
一
着
ま
で

お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

元
気
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に

　

県
内
に
戻
っ
て
か
ら
南
相
馬
市
を
経
て
、現
在
、

い
わ
き
市
内
で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
い
わ
き
・

ま
ご
こ
ろ
双
葉
会
で
町
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
お
陰
様
で
、
近
所
の
皆
さ
ん
に

も
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
自
治
会
や
老

人
会
に
も
参
加
し
て
、
こ
こ
数
年
は
そ
の
事
務
局

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

仕
事
か
ら
は
離
れ
ま
し
た
が
、
避
難
前
と
同
じ

よ
う
に
花
を
育
て
、
時
折
、
そ
の
様
子
を
写
真
に

収
め
た
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
で
汗
を

流
す
な
ど
、
歳
相
応
の
健
康
を
維
持
す
る
に
は
ふ

さ
わ
し
い
程
度
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

光子さん
みつこ
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帰
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
と
い
う
思
い
で

　

故
郷
を
離
れ
て
か
ら
約
半
年
の
間
、
一
家
５
人

で
県
内
外
６
カ
所
を
転
々
と
し
、
平
成
23
年
秋
か

ら
い
わ
き
市
南
台
応
急
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
始

め
ま
し
た
。
入
居
し
て
し
ば
ら
く
の
間
、
慣
れ
親

し
ん
だ
故
郷
で
の
日
々
が
戻
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
希
望
を
持
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
次

第
に
被
害
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
中
、
双
葉
町

に
戻
る
目
途
が
立
た
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
母
や
私

た
ち
夫
婦
の
老
後
を
見
据
え
、
生
活
に
便
利
な
場

所
を
見
つ
け
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

仮
設
暮
ら
し
を
始
め
て
か
ら
約
２
年
後
、
郡
山

市
内
に
土
地
を
見
つ
け
住
宅
を
建
て
ま
し
た
。
当

時
、
長
女
は
保
育
士
を
目
指
し
て
短
大
に
通
い
、

次
女
は
小
学
５
年
生
。
自
宅
の
完
成
予
定
は
約
１

年
後
で
、
２
人
の
娘
は
そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
人
と
中

学
生
に
な
る
頃
で
し
た
。

父
子
「
二
人
三
脚
」
で
往
復
200
キ
ロ
の
通
学

　

建
設
中
の
自
宅
に
も
完
成
の
目
途
が
立
ち
始
め

た
頃
、
原
発
事
故
後
休
校
し
て
い
た
町
立
小
中
学

校
が
い
わ
き
市
内
で
再
開
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
小
学
６
年
に
な
っ
て
い
た
次
女
は
、
か
つ

て
の
同
級
生
も
入
学
す
る
の
で
双
葉
中
学
校
に
通

い
た
い
と
話
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
し
ば
ら

く
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
気
持
ち
も
薄
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
一
方
、
避
難
後
、
２
回
の
転
校
で

大
変
な
経
験
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
負
い
目

も
あ
り
、
１
年
生
の
と
き
だ
け
で
郡
山
の
自
宅
が

完
成
し
た
ら
引
越
す
と
い
う
約
束
で
、
次
女
の
希

望
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
入
学
当

初
、
生
徒
数
は
各
学
年
数
名
で
ま
と
も
な
学
校
生

活
が
送
れ
る
の
か
と
心
配
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
次
女
は
、
少
人
数
ゆ
え
の
制
約
に
負

け
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
上

手
に
受
け
入
れ
、
小
学
生
の
と
き
と
は
違
う
活
発

さ
を
見
せ
、
さ
ら
に
、
双
葉
中
学
校
を
卒
業
し
た

い
と
い
う
意
思
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私

の
気
持
ち
の
中
で
は
、
故
郷
の
学
校
で
勉
強
や
部

活
に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
次
女
の
姿

を
通
し
て
、
帰
還
は
難
し
く
と
も
故
郷
と
繋
が
っ

て
い
る
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
つ
い
に
、
郡
山
市
に
転
居
後
も
、
毎
朝

５
時
に
起
き
て
、
双
葉
中
学
校
ま
で
、
郡
山
・
い
わ

き
間
、
往
復
約
200
キ
ロ
の
送
り
迎
え
を
事
故
無
く

続
け
ら
れ
る
か
と
い
う
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
卒

業
す
る
ま
で
二
人
三
脚
で
の
通
学
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
寄
り
添
え
る
仕
事

　

避
難
後
、
仮
設
住
宅
の
管
理
業
務
を
行
う
会
社

に
勤
務
し
、
南
台
応
急
仮
設
住
宅
を
経
て
、
現
在
、

郡
山
市
喜
久
田
町
早
稲
原
応
急
仮
設
住
宅
の
管
理

人
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仮
設
住
宅
も
数
カ
月
後
に
閉
鎖
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
機
に
こ
の
仕
事
に
も
一
区
切
り

付
け
る
つ
も
り
で
す
。
そ
の
後
、
ど
う
す
る
か
に

つ
い
て
は
、
最
近
凝
っ
て
い
る
家
庭
菜
園
を
し
な

が
ら
、
じ
っ
く
り
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県郡山市

（長塚二）

浪江  克彦さん

なみえ         かつひこ
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●避難先●
　神奈川県

（三字）

佐藤  梨那さん

さとう            りな

風
化
し
な
い
記
憶

　

震
災
か
ら
８
年
が
過
ぎ
、
世
間
で
は
、
被
災
地

の
現
状
と
い
う
よ
り
、「
記
憶
の
風
化
」
つ
い
て

話
題
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
直
接
的
に
震
災
の
被
害
に
遭
っ
た
方
の
中
に

も
、
被
災
し
た
と
き
の
記
憶
が
薄
れ
て
し
ま
う
と

い
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

あ
の
日
、
祖
父
母
そ
し
て
家
族
が
出
席
し
て
く

れ
た
中
学
校
の
卒
業
式
、
式
を
終
え
幼
馴
染
と
町

内
で
昼
食
を
と
り
「
ま
た
ね
」
と
言
っ
て
別
れ
た
こ

と
、
そ
の
後
、
家
族
で
カ
ラ
オ
ケ
に
出
か
け
た
も

の
の
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
人
た
ち
で
満
員
だ
っ
た
こ

と
。
そ
し
て
、
避
難
命
令
が
出
た
朝
の
こ
と
。
人

生
節
目
の
日
と
重
な
っ
た
「
被
災
し
て
か
ら
の
記

憶
」
は
決
し
て
風
化
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

夢
よ
り
現
実
に
重
き
を
お
い
た
が

　

中
学
卒
業
後
、
県
立
双
葉
高
校
に
入
学
予
定
で

し
た
が
、
避
難
に
よ
り
群
馬
県
立
太
田
東
高
校
を

経
て
県
立
湯
本
高
校
に
通
い
ま
し
た
。
幼
い
頃
か

ら
「
役
者
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢
は
あ
り
ま
し

た
が
、
大
変
な
状
況
の
中
、
夢
を
追
う
勇
気
を
持

て
ず
、
卒
業
後
は
中
通
り
地
方
で
公
務
員
と
し
て

就
職
し
ま
し
た
。

　

安
定
し
た
職
場
で
決
め
ら
れ
た
通
り
の
仕
事
を

す
る
日
々
に
、「
社
会
人
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
」

と
自
身
を
納
得
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
慣
れ
な

い
環
境
と
心
の
負
担
が
重
な
り
職
を
離
れ
、
夢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ア
ニ
メ
が
き
っ
か
け
で
声
優
に

　

役
者
に
は
様
々
な
分
野
が
あ
る
中
、
気
持
ち
が

塞
ぎ
こ
ん
で
い
た
時
期
に
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
た

ア
ニ
メ
が
き
っ
か
け
で
声
優
を
目
指
す
と
決
め
、

家
族
の
も
と
を
離
れ
声
優
養
成
所
に
通
い
ま
し

た
。
発
声
練
習
や
訛
り
の
克
服
か
ら
始
ま
り
、
体

力
・
演
技
力
・
表
現
力
を
養
う
た
め
に
空
手
や
ダ

ン
ス
、
日
本
舞
踊
な
ど
も
教
わ
り
ま
し
た
。
夢
に

近
づ
く
た
め
の
こ
と
と
は
い
え
、
そ
れ
な
り
に
根

性
を
必
要
と
す
る
レ
ッ
ス
ン
の
連
続
で
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
、
声
優
の
タ
レ
ン
ト
化
や
ア
イ
ド

ル
化
、
俳
優
の
声
優
起
用
な
ど
、
業
界
内
の
競
争

が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
よ
り
多

く
の
経
験
を
積
む
た
め
に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
数

多
く
受
け
た
り
、
舞
台
演
劇
な
ど
に
も
挑
戦
し
て

芸
の
幅
を
広
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

映
画
「
盆
唄
」
と
の
出
会
い

　

小
学
生
の
頃
、
和
太
鼓
に
親
し
ん
で
お
り
、
当

時
お
世
話
に
な
っ
た
標
葉
せ
ん
だ
ん
太
鼓
保
存
会

の
皆
さ
ん
が
映
画
・
盆
唄
に
出
て
い
る
こ
と
が
縁

で
、横
山
久
勝
会
長
よ
り
監
督
を
紹
介
さ
れ
、オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
経
て
、
同
映
画
の
ア
ニ
メ
部
分
で

「
加
賀
か
ら
の
移
民
・
の
え
」
の
幼
少
期
役
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

故
郷
に
ゆ
か
り
が
あ
る
作
品
に
携
わ
る
機
会
を

い
た
だ
け
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま

だ
修
行
中
の
身
で
す
が
、
今
後
も
自
分
の
夢
を
通

し
て
故
郷
の
復
興
に
関
わ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

声優  桜庭 梨那
さくらば       りな
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５
年
５
カ
月
で
一
区
切
り

　

業
態
を
雑
貨
店
か
ら
ス
ー
パ
ー
に
転
換
し
て
か

ら
、
少
な
く
と
も
双
葉
町
内
で
は
「
旧
国
道
（
旧

国
道
６
号
）
と
ニ
ー
パ
ッ
パ（
国
道
288
号
）
の
角
に

あ
る
ブ
イ
チ
ェ
ー
ン
」
と
し
て
定
着
し
、
多
く
の

お
客
様
に
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
売
で
は

店
の
前
で
箱
入
り
の
酒
類
な
ど
を
積
み
上
げ
、
夕

方
に
な
る
と
、
仕
事
帰
り
の
方
や
部
活
帰
り
で
お

腹
を
空
か
せ
た
双
高
生
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

家
業
を
継
い
で
か
ら
震
災
ま
で
の
30
年
間
を
忘
れ

た
こ
と
は
な
く
、
叶
う
な
ら
ば
、
再
び
双
葉
の
店

に
立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
24
年
春
に
い
わ
き
市
南
台
応
急
仮
設
住
宅

に
設
け
ら
れ
た
「
ふ
た
ば
ふ
れ
あ
い
処
」
で
仮
営

業
を
始
め
て
か
ら
５
年
５
カ
月
と
な
っ
た
一
昨
年

８
月
、一
区
切
り
を
付
け
る
形
で
閉
店
し
ま
し
た
。

新
天
地
で
新
た
な
挑
戦

　

避
難
後
、
仮
営
業
と
並
行
し
て
、
マ
ル
マ
サ
と

し
て
店
を
出
せ
る
と
こ
ろ
を
探
し
始
め
ま
し
た
。

い
わ
き
市
は
面
積
が
広
く
約
30
万
の
人
口
が
あ

り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
は
魅
力
的
で
す
が
、
私

も
含
め
て
小
売
に
携
わ
る
者
の
考
え
る
こ
と
は
一

緒
で
、
市
内
外
を
問
わ
ず
県
外
勢
を
含
め
出
店
攻

勢
が
盛
ん
な
「
大
激
戦
区
」
で
す
。

　

一
方
、
立
地
を
誤
っ
た
り
、
お
客
様
の
シ
ビ
ア

な
感
覚
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
都

会
の
世
知
辛
さ
で
し
ょ
う
が
、
た
ち
ま
ち
撤
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
厳
し

い
環
境
ゆ
え
に
慎
重
に
準
備
を
進
め
、
４
月
19

日
、
町
立
学
校
仮
設
校
舎
も
近
い
錦
町
に
「
ブ

イ
チ
ェ
ー
ン 

マ
ル
マ
サ 

錦
支
店
」
と
し
て
店
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

大
型
ス
ー
パ
ー
に
囲
ま
れ
て
も

　

周
辺
に
は
既
存
店
も
あ
り
、
簡
単
に
常
連
客
が

つ
い
て
く
れ
る
環
境
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
し
か
し

大
型
ス
ー
パ
ー
の
よ
う
な
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
店

と
は
一
味
違
っ
た
「
お
互
い
の
顔
が
見
え
て
話
が

で
き
る
店
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

店
内
は
双
葉
の
店
よ
り
広
く
な
り
ま
し
た
が
、

レ
イ
ア
ウ
ト
は
昔
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
鮮
魚
や
野

菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
、
懐
か
し
い
味
と
し
て
カ
ツ
オ

の
焼
付
け
、
人
気
の
玉
子
焼
き
な
ど
惣
菜
類
を
揃

え
て
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●避難先●
　福島県いわき市

（三字）

有限会社  マルマサ食品
ブイチェーンマルマサ 錦支店

代表取締役社長松本 正道さん
まつもと  まさみち

にしきしてん

〒〒９７４－８２３２
福島県いわき市錦町中迎１－７－２５
電　話　０２４６（３８）７２５３
【営業時間】９：００～２０：００
【定休日】元日
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ふたば幼稚園のさくら組さん、ばら組さん、
すみれ組さんの笑顔です。

（５月２４日撮影）　

アンソニー先生　【 ＪＡふたばカントリーエレベーター 】
（２００９年６月１１日撮影）　

フィリップ先生　【 マリーンハウスふたば 】
（２０１８年８月撮影）

町立学校のＡＬＴ、アンソニー・バラード先生とフィリップ・ジェリーマン先生の写真館です。双葉
町の懐かしい写真などを展示しています。

（ＡＬＴ … 外国語指導助手）（ＡＬＴ … 外国語指導助手）～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～ （ＡＬＴ … 外国語指導助手）～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～

－ 

編
集
後
記 

－

　

今
月
の
表
紙
は
、
６
月
４
日
に
行
わ
れ
た
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
へ
進

出
す
る
企
業
の
立
地
協
定
締
結
式
の
場
面
で
す
。

　

２
枚
目
の
写
真
は
４
月
末
に
撮
影
し
た
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
の
ド

ロ
ー
ン
映
像
の
静
止
画
で
す
。
日
々
変
化
す
る
町
内
の
様
子
を
双
葉
町
復
興

支
援
員
（
ふ
た
さ
ぽ
）
が
ド
ロ
ー
ン
映
像
で
記
録
し
動
画
で
配
信
し
て
い
ま

す
。
双
葉
町
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
さ
と
の
現
在
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
音
楽
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
思
い
出
せ
る
の
に
曲
名
が
思
い
出
せ
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
一
度
気
に
な
り
だ
す
と
と
て
も
気
に
な
り
、

音
楽
か
ら
曲
名
を
検
索
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
鼻
歌
を
歌
っ

て
聞
か
せ
て
み
ま
し
た
が
、
再
現
性
が
低
い
た
め
か
結
局
分
か
ら
な
い
ま
ま

と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
知
ら
な
い
こ
と
は
調
べ

れ
ば
大
抵
分
か
る
と
い
う
時
代
で
す
が
、「
生
き
字
引
き
に
聞
く
」
と
い
う

方
法
も
ま
だ
ま
だ
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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